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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図が互いに異なる
複数の補助画像を生成し、前記所定の操作に応じて、前記複数の補助画像を、前記撮像部
を介して取得される画像とともに、前記撮像部を移動する方向を示す方向情報の延長上に
表示する表示制御部を有する表示制御装置。
【請求項２】
　前記複数の補助画像のうち、一の補助画像を選択するための操作入力部を有する請求項
１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報を、前記撮像部を介して取
得される画像に重畳して表示する請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記選択される補助画像に対応する情報は、該補助画像のエッジを示す情報である請求
項３に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記選択される補助画像に対応する情報は、該補助画像の透明度を変更した画像の情報
である請求項３に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報を、切り替えるための情報
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を表示する請求項３乃至５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報の表示態様を変更するため
の情報を表示する請求項３乃至５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記補助画像ごとの評価値に応じて、前記複数の補助画像を表示す
る請求項１乃至７のいずれかに記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記複数の補助画像のそれぞれに含まれる所定の被写体の位置に応じて、前記評価値が
決定される請求項８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　表示制御部が、所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図
が互いに異なる複数の補助画像を生成し、前記所定の操作に応じて、前記複数の補助画像
を、前記撮像部を介して取得される画像とともに、前記撮像部を移動する方向を示す方向
情報の延長上に表示する表示制御方法。
【請求項１１】
　表示制御部が、所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図
が互いに異なる複数の補助画像を生成し、前記所定の操作に応じて、前記複数の補助画像
を、前記撮像部を介して取得される画像とともに、前記撮像部を移動する方向を示す方向
情報の延長上に表示する表示制御方法を、コンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示制御装置、表示制御方法、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鑑賞者によい印象を与える写真を撮像するための手法の一つとして、構図の設定が挙げ
られる。下記特許文献１には、最良と判断される構図を撮像装置において自動で決定し、
その構図に基づく画像を提示することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３１９２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の技術は、撮像装置において構図が自動で決定されるため、ユーザが
構図を判断する必要がなくなり、利便性が向上する。しかしながら、撮像装置において自
動的に決定される構図が、必ずしもユーザの意思や好みが反映されたものであるとは限ら
ない。
【０００５】
　したがって、本開示の目的の一つは、構図が互いに異なる複数の補助画像を表示する表
示制御装置、表示制御方法、プログラムおよび記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するために、本開示は、例えば、
　所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図が互いに異なる
複数の補助画像を生成し、所定の操作に応じて、複数の補助画像を、撮像部を介して取得
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される画像とともに、撮像部を移動する方向を示す方向情報の延長上に表示する表示制御
部を有する表示制御装置である。
【０００７】
　本開示は、例えば、
　表示制御部が、所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図
が互いに異なる複数の補助画像を生成し、所定の操作に応じて、複数の補助画像を、撮像
部を介して取得される画像とともに、撮像部を移動する方向を示す方向情報の延長上に表
示する表示制御方法である。
【０００８】
　本開示は、例えば、
　表示制御部が、所定の操作に応じて、撮像部を介して取得される画像に基づいて、構図
が互いに異なる複数の補助画像を生成し、所定の操作に応じて、複数の補助画像を、撮像
部を介して取得される画像とともに、撮像部を移動する方向を示す方向情報の延長上に表
示する表示制御方法を、コンピュータに実行させるプログラムである。
　このプログラムが記録された記録媒体でもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　少なくとも一つの実施形態によれば、構図が互いに異なる複数の補助画像を表示できる
。ユーザは、表示される複数の補助画像によって、複数の構図を参照できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】一実施形態における撮像装置の外観の一例を示す図である。
【図２】一実施形態における撮像装置の構成の一例を示す図である。
【図３】補助画像を生成する処理の一例を説明するための図である。
【図４】表示部に表示されるスルー画像の一例等を示す図である。
【図５】表示部に表示されるスルー画像および補助画像の一例等を示す図である。
【図６】選択される補助画像のエッジが、スルー画像に重畳されて表示される様子の一例
を説明するための図である。
【図７】選択される補助画像の透明度が変更された画像が、スルー画像に重畳されて表示
される様子の一例を説明するための図である。
【図８】処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図９】変形例における補助画像等の表示を説明するための図である。
【図１０】変形例における撮像装置の構成の一例を説明するための図である。
【図１１】変形例における補助画像等の表示を説明するための図である。
【図１２】変形例における補助画像等の表示を説明するための図である。
【図１３】変形例における撮像装置の構成の他の例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、説明は、以下の
順序で行う。
＜１．一実施形態＞
＜２．変形例＞
　なお、以下に説明する実施形態等は本開示の好適な具体例であり、本開示の内容がこれ
らの実施形態等に限定されるものではない。
【００１２】
＜１．一実施形態＞
「撮像装置の外観」
　始めに、本開示の一実施形態について説明する。一実施形態は、表示制御装置を撮像装
置に適用した例である。図１は、一実施形態における撮像装置１００の外観の一例を示す
。撮像装置１００は、ボディ（筐体）１０を有し、ボディ１０に対してレリーズボタン（
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シャッターボタンなどとも称される）１１が形成されている。レリーズボタン１１に対し
て、例えば、半押しおよび全押しの２段階の押下操作が可能とされる。
【００１３】
　ボディ１０の一側面には、表示部１２が配設されている。表示部１２に、所定の構図か
らなるスルー画像や、記録装置から再生される画像などが表示される。表示部１２は、例
えば、タッチパネルとして構成され、表示部１２に対する操作入力が可能とされる。表示
部１２に、上述した画像の他に、メニュー画面や各種の設定を行う操作用の画面が表示さ
れる。
【００１４】
　表示部１２の表示領域が、例えば、表示領域１２ａおよび表示領域１２ｂに分割される
。表示領域１２ａは、表示領域１２ｂに比して大とされる。例えば、スルー画像が表示領
域１２ａに表示される。スルー画像の他に、例えば、数字やアイコンが表示領域１２ａに
表示される。例えば、撮像装置１００のフレームレートを示す数字Ｓ１や、撮像装置１０
０に装着される電池の残容量を示すアイコンＳ２が表示領域１２ａに表示される。
【００１５】
　アイコンや文字などが、表示領域１２ｂに表示される。例えば、「ＭＥＮＵ（メニュー
）」という文字Ｓ３や「ＫＯＺＵ（構図）」の文字Ｓ４が表示される。ＭＥＮＵの文字Ｓ
３（適宜、ＭＥＮＵボタンＳ３と称する）がユーザの指等により触れられると、表示部１
２にメニュー画面が表示される。
【００１６】
　ＫＯＺＵの文字Ｓ４（適宜、ＫＯＺＵボタンＳ４と称する）がユーザの指等により触れ
られると、複数の補助画像が表示される。複数の補助画像は、構図の決定を補助するため
の画像であり、複数の補助画像の構図は、互いに異なる。ユーザは、複数の補助画像を参
照して、好みの構図を決定する。構図は、フレーミングとも称されるもので、例えば、画
枠内における被写体の配置状態をいう。なお、補助画像の表示等の詳細は、後述する。
【００１７】
　顔検出機能を示すアイコンＳ５、笑顔を自動的に検出して撮像を行う機能を示すアイコ
ンＳ６、顔の肌の領域を検出し、検出される領域を白くすることにより、しみや肌の荒れ
を目立たなくようにするための美肌補正の機能を示すアイコンＳ７が、表示領域１２ｂに
表示される。それぞれのアイコンをユーザが触れることにより、触れられたアイコンに対
応する機能のオン／オフを切り替えることができる。アイコンの種類や、表示箇所は、適
宜、変更できる。
【００１８】
　ＭＥＮＵボタンＳ３やＫＯＺＵボタンＳ４が表示される箇所の近傍に、物理的な操作部
が設けられてもよい。例えば、ボディ１０におけるＭＥＮＵボタンＳ３の近傍の箇所に、
ボタン１３が設けられる。ボタン１３を押下されることに応じて、メニュー画面が表示部
１２に表示される。ボディ１０におけるＫＯＺＵボタンＳ４の近傍の箇所に、ボタン１４
が設けられる。ボタン１４を押下されることに応じて、複数の補助画像が表示部１２に表
示される。
【００１９】
　ボディ１０には、さらに、略円形のダイヤルボタン１５が配設される。ダイヤルボタン
１５の周辺部が回転自在とされ、ダイヤルボタン１５の中央部が押下可能とされる。ダイ
ヤルボタン１５の周辺部を回転させることにより、例えば、表示部１２に表示される項目
を変化させることができる。ある項目を選択した状態でダイヤルボタン１５の中央部が押
下されると、当該項目の選択が確定する。そして、当該項目に割り当てられた機能が実行
される。なお、後述する複数の補助画像のうち、一の補助画像を選択する際に、ダイヤル
ボタン１５が使用されてもよい。
【００２０】
　上述した撮像装置１００の外観は一例であり、これに限定されることはない。例えば、
撮像装置１００が動画を撮像する機能を有する場合には、動画を撮像および記録するため
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のＲＥＣボタンがボディ１０に配設されてもよい。さらに、撮像後の静止画や動画を再生
するための再生ボタンがボディ１０に配設されてもよい。
【００２１】
「撮像装置の構成」
　図２は、撮像装置１００の主要な構成の一例を示す。撮像装置１００は、表示部１２の
他に、例えば、制御部２０、撮像部２１、画像処理部２２、操作入力部２３、記録再生部
２４、記録装置２５、補助画像生成部２６および補助画像処理部２７を含む構成とされる
。例えば、補助画像生成部２６および補助画像処理部２７により表示制御部が構成される
。以下、各部について説明する。
【００２２】
　制御部２０は、例えば、ＣＰＵ(Central Processing Unit)から構成され、撮像装置１
００の各部に対して電気的に接続される。制御部２０は、ＲＯＭ(Read Only Memory)およ
びＲＡＭ(Random Access Memory)を有する。ＲＯＭには、制御部２０によって実行される
プログラムが格納される。ＲＡＭは、データを一時的に保持するメモリや、制御部２０が
プログラムを実行する際のワークメモリとして使用される。なお、図１では、制御部２０
と撮像装置１００の各部との接続やＲＯＭ、ＲＡＭ(Random Access Memory)の図示が、省
略されている。制御部２０から送出される制御信号ＣＳが、撮像装置１００の各部に供給
され、撮像装置１００の各部が制御される。
【００２３】
　撮像部２１は、例えば、被写体を撮像するレンズ、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）
やＣＭＯＳ(Complementary Metal Oxide Semiconductor)などからなる撮像素子、撮像素
子を所定位置に駆動する機構や絞りを調整する機構、フォーカスを調整する機構、ズーム
を調整する機構、手振れを補正する機構などを含む。レンズ、撮像素子および各機構に対
する制御は、例えば、制御部２０により行われる。撮像装置１００のフレームレートは、
例えば、６０f/s(frame per second)とされる。
【００２４】
　画像処理部２２は、例えば、アナログ信号処理部、Ａ／Ｄ(Analog to Digital)変換部
、デジタル信号処理部を含む。アナログ信号処理部は、撮像素子の光電変換機能により得
られるアナログ画像データに対して、ＣＤＳ(Correlated Double Sampling)処理を行って
Ｓ／Ｎ比(Signal to Noise Ratio)を良好にし、ＡＧＣ(Automatic Gain Control)処理を
行って利得を制御する。アナログ信号処理が施されたアナログ画像データがＡ／Ｄ変換部
でデジタル画像データに変換される。デジタル画像データがデジタル信号処理部に供給さ
れる。デジタル信号処理部では、デジタル画像データに対して、デモザイク処理やＡＦ(A
uto Focus)、ＡＥ(Auto Exposure)、ＡＷＢ(Auto White Balance)などのカメラ信号処理
を施す。
【００２５】
　画像処理部２２は、上述した処理が施された画像データをフレームメモリ（図示は省略
している）に記憶する。そして、画像処理部２２は、フレームメモリに記憶される画像デ
ータのサイズを、表示部１２の表示領域に応じて、適宜、変換する。サイズの変更がなさ
れた画像データが表示部１２にスルー画像として表示される。フレームメモリには、撮像
装置１００のフレームレートに応じて画像データが供給され、画像データが順次、上書き
されていく。
【００２６】
　撮像がなされる場合は、画像処理部２２による処理が施された画像データが、所定のフ
ォーマットに対応するように変換され、圧縮される。圧縮等の処理が施された画像データ
が記録再生部２４に供給される。所定のフォーマットとして、ＤＣＦ（Design rule for 
Camera File System）やＥｘｉｆ(Exchangeable Image File Format for Digital Still 
Camera)などが例示される。圧縮形式として、ＪＰＥＧ(Joint Photographic Experts Gro
up)が例示される。記録再生部２４から供給される画像データに対して、画像処理部２２
は、伸長処理等を行う。伸長等の処理が施された画像データが表示部１２に供給され、画
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像データに基づく画像が再生される。
【００２７】
　操作入力部２３は、上述したレリーズボタン１１、ボタン１３等を総称したものである
。操作入力部２３に対する操作に応じて、操作信号ＯＳが生成される。操作信号ＯＳが制
御部２０に対して供給される。制御部２０は、操作信号ＯＳの内容に応じた制御信号ＣＳ
を生成する。制御信号ＣＳが所定の処理ブロックに供給される。制御信号ＣＳに応じて所
定の処理ブロックが動作することにより、操作入力部２３に対する操作に応じた処理が実
行される。
【００２８】
　記録再生部２４は、記録装置２５に対して記録および再生の処理を行うドライバである
。記録再生部２４は、画像処理部２２から供給される画像データを記録装置２５に記録す
る。所定の画像の再生が指示された場合は、記録再生部２４は、所定の画像に対応する画
像データを記録装置２５から読み出し、読み出した画像データを画像処理部２２に供給す
る。なお、例えば、画像データを圧縮する処理や画像データを伸長する処理等の画像処理
部２２が実行する処理の一部を、記録再生部２４が実行するようにしてもよい。
【００２９】
　記録装置２５は、例えば、撮像装置１００に内蔵されるハードディスクである。記録装
置２５が、撮像装置１００に着脱自在とされる半導体メモリ等であってもよい。記録装置
２５には、例えば、画像データや、画像とともに再生可能なＢＧＭ(Back Ground music)
などの音声データが記録される。
【００３０】
　表示部１２は、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)や有機ＥＬ(Electroluminescence)か
らなるモニタと、それらのモニタを駆動するためのドライバとを含む。画像処理部２２か
ら供給される画像データに基づく表示がなされるようにドライバが動作し、モニタに所定
の画像が表示される。
【００３１】
　補助画像処理部２７から表示部１２に対して、補助画像の画像データ（適宜、補助画像
データと称する）が供給される場合は、補助画像データに基づく補助画像が表示されるよ
うに、ドライバが動作し、モニタに補助画像が表示される。補助画像処理部２７から表示
部１２に対して、選択される補助画像に対応する情報を示すデータが供給される場合は、
当該データに基づく表示が所定の画像に重畳されて表示されるように、ドライバが動作す
る。なお、選択される補助画像に対応する情報とは、例えば、選択される補助画像の輪郭
（エッジ）を示す情報や、選択される補助画像の透明度を変更した画像の情報である。
【００３２】
　表示部１２は、例えば、静電容量方式のタッチパネルとして構成され、操作入力部２３
として機能する。抵抗膜方式や、光学方式などの他の方式に基づくタッチパネルにより表
示部１２が構成されてもよい。表示部１２の所定箇所を触れる操作に応じて、操作信号Ｏ
Ｓが生成され、操作信号ＯＳが制御部２０に供給される。制御部２０は、操作信号ＯＳに
応じた制御信号ＣＳを生成する。制御信号ＣＳが所定の処理ブロックに供給され、操作に
応じた処理が実行される。
【００３３】
　補助画像生成部２６は、所定の画像に基づいて、構図の異なる複数の補助画像を生成す
る。例えば、ＫＯＺＵボタンＳ４が押下されると、押下の操作に応じて生成される制御信
号ＣＳが画像処理部２２および補助画像生成部２６に対して供給される。画像処理部２２
は、制御信号ＣＳに応じて、フレームメモリに記憶されている画像データを補助画像生成
部２６に供給する。補助画像生成部２６は、供給される画像データに基づいて、複数の補
助画像データを生成する。生成された複数の補助画像データが、補助画像処理部２７に供
給される。なお、複数の補助画像データが生成される元の画像データを、原画像データと
称する場合がある。
【００３４】
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　補助画像処理部２７は、補助画像生成部２６から供給される複数の補助画像データを一
旦、メモリ（図示は省略している）に保持する。補助画像処理部２７は、複数の補助画像
データを表示部１２に供給する。補助画像データに基づく補助画像が、表示部１２に複数
、表示される。
【００３５】
　複数の補助画像のうち、一の補助画像が操作入力部２３を使用して選択される。選択を
示す操作信号ＯＳが制御部２０に供給される。制御部２０は、選択を示す操作信号ＯＳに
対応する制御信号ＣＳを生成し、生成した制御信号ＣＳを補助画像処理部２７に供給する
。
【００３６】
　補助画像処理部２７は、制御信号ＣＳにより指示される所定の補助画像データをメモリ
から読み出す。補助画像処理部２７は、メモリから読み出した補助画像データに対して、
例えば、エッジを検出する処理を施す。エッジを示す画像データ（適宜、エッジ画像デー
タと称する）が表示部１２に供給される。例えば、エッジ画像データに基づくエッジ画像
がスルー画像に重畳されて表示される。なお、エッジを検出処理は、例えば、画像データ
に対して微分フィルタを適用する処理や、テンプレートマッチングによりエッジを抽出す
る処理など、公知の処理を適用できる。
【００３７】
　選択される補助画像データに対して、他の処理が行われてもよい。補助画像処理部２７
は、メモリから読み出した補助画像データに対して、例えば、透明度を変更する処理を施
す。透明度が変更された画像データに基づく画像が、スルー画像に重畳されて表示される
。これらの処理は、アルファブレンドなどと称される。透明度は一定とされてもよく、ユ
ーザによって設定できるようにしてもよい。さらに、所定の操作に応じて、透明度をリア
ルタイムに変更できるようにしてもよい。
【００３８】
「撮像装置の動作」
　撮像装置１００の動作の一例について説明する。なお、撮像装置１００は、公知の撮像
装置と同様の動作を行うが、それらの動作に関する説明は適宜、省略し、本開示に関連す
る動作の一例について説明する。
【００３９】
　撮像装置１００が被写体に向けられる。ユーザの手により保持される撮像装置１００が
被写体に向けられてもよく、三脚などにより固定された撮像装置１００が被写体に向けら
れてもよい。撮像装置１００の表示領域１２ａにスルー画像が表示され、表示領域１２ｂ
にＫＯＺＵボタンＳ４等が表示される。ユーザは、スルー画像を確認しながら、構図を決
定する。他の構図を確認する必要がない場合は、レリーズボタン１１が押下され、通常の
撮像がなされる。
【００４０】
　他の構図を確認する場合は、ユーザの操作により、ＫＯＺＵボタンＳ４が触れられる。
ＫＯＺＵボタンＳ４が触れられることに応じて、フレームメモリに記憶される画像データ
が、原画像データとして、画像処理部２２から補助画像生成部２６に供給される。
【００４１】
　補助画像生成部２６は、原画像データに基づく複数の補助画像データを生成する。生成
された複数の補助画像データが補助画像処理部２７に供給される。複数の補助画像データ
が補助画像処理部２７から表示部１２に供給される。複数の補助画像データに基づく複数
の補助画像が表示部１２に表示される。互いに構図が異なる複数の補助画像が表示される
ことにより、ユーザは、様々な構図を確認できる。
【００４２】
　表示部１２に表示される複数の補助画像のうち、所定の補助画像を選択する操作がなさ
れる。選択操作に対応する操作信号ＯＳが制御部２０に供給される。制御部２０は、操作
信号ＯＳに対応する制御信号ＣＳを生成し、制御信号ＣＳを補助画像処理部２７に供給す
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る。補助画像処理部２７は、制御信号ＣＳによって示される補助画像データをメモリから
読み出す。補助画像処理部２７は、メモリから読み出した補助画像データに対して、例え
ば、エッジを検出する処理を施し、エッジ画像データを生成する。エッジ画像データが表
示部１２に供給され、エッジ画像が表示部１２に表示される。例えば、エッジ画像がスル
ー画像に重畳されて表示される。
【００４３】
　表示部１２に表示されるエッジ画像が撮像のガイドとして提示される。ユーザは、スル
ー画像における被写体がエッジ画像により示されるエッジに略一致するように、撮像装置
１００を動かす。そして、被写体がエッジ画像により示されるエッジに略一致した状態で
レリーズボタン１１が押下され、撮像がなされる。ユーザは、選択した補助画像の構図と
略同様の構図の写真を撮ることができる。詳細は後述するが、一実施形態では、複数の補
助画像ごとに、撮像装置１００を動かす方向を示す方向情報（方向ガイド）が表示される
。
【００４４】
「補助画像データの生成について」
　補助画像データの生成方法の一例について、図３を参照して説明する。撮像部２１によ
って取得され、画像処理部２２による信号処理が施された画像データがフレームメモリに
記憶される。フレームメモリに記憶される画像データのサイズが適宜、変換される。変換
された画像データに基づく画像がスルー画像として表示される。撮像装置１００のフレー
ムレートに応じて、フレームメモリに記憶される画像データが適宜、更新される。ＫＯＺ
ＵボタンＳ４が押されると、フレームメモリに記憶される画像データが、原画像データＢ
ＩＤとして補助画像生成部２６に供給される。
【００４５】
　補助画像生成部２６は、例えば、原画像データＢＩＤを４×４の１６の領域（領域Ａ１
、領域Ａ２、領域Ａ３、領域Ａ４、領域Ａ５、領域Ａ６・・・領域Ａ１５および領域Ａ１
６）に分割する。補助画像生成部２６は、例えば、原画像データＢＩＤから３×３の９領
域を切り出し、４個の補助画像データ（補助画像データＳＩＤ１、補助画像データＳＩＤ
２、補助画像データＳＩＤ３および補助画像データＳＩＤ４）を生成する。
【００４６】
　補助画像データＳＩＤ１は、例えば、図面に向かって左上の９領域（領域Ａ１、領域Ａ
２、領域Ａ３、領域Ａ５、領域Ａ６、領域Ａ７、領域Ａ９、領域Ａ１０および領域Ａ１１
からなる領域）からなる。補助画像データＳＩＤ２は、例えば、図面に向かって右上の９
領域（領域Ａ５、領域Ａ６、領域Ａ７、領域Ａ９、領域Ａ１０、領域Ａ１１、領域Ａ１３
、領域Ａ１４および領域Ａ１５からなる領域）からなる。
【００４７】
　補助画像データＳＩＤ３は、例えば、図面に向かって左下の９領域（領域Ａ２、領域Ａ
３、領域Ａ４、領域Ａ６、領域Ａ７、領域Ａ８、領域Ａ１０、領域Ａ１１および領域Ａ１
２からなる領域）からなる。補助画像データＳＩＤ４は、例えば、図面に向かって右下の
９領域（領域Ａ６、領域Ａ７、領域Ａ８、領域Ａ１０、領域Ａ１１、領域Ａ１２、領域Ａ
１４、領域Ａ１５および領域Ａ１６からなる領域）からなる。なお、個々の補助画像デー
タを区別する必要がない場合は、補助画像データＳＩＤと称する。
【００４８】
　補助画像データＳＩＤを生成する場合に、切り出し位置に応じた方向ガイドデータが生
成される。方向ガイドデータに基づいて、後述する方向ガイドが表示される。例えば、左
上を示す方向ガイドデータが生成され、生成された方向ガイドデータが補助画像データＳ
ＩＤ１に対応づけられる。例えば、右上を示す方向ガイドデータが生成され、生成された
方向ガイドデータが補助画像データＳＩＤ２に対応づけられる。
【００４９】
　例えば、左下を示す方向ガイドデータが生成され、生成された方向ガイドデータが補助
画像データＳＩＤ３に対応づけられる。例えば、右下を示す方向ガイドデータが生成され
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、生成された方向ガイドデータが補助画像データＳＩＤ４に対応づけられる。
【００５０】
　補助画像データＳＩＤのサイズが表示部１２に適合するように適宜、変換される。補助
画像データＳＩＤが補助画像処理部２７に供給される。４個の補助画像データＳＩＤは、
補助画像処理部２７による処理が可能なように、一旦、メモリにそれぞれ記憶される。４
個の補助画像データＳＩＤは、表示部１２に供給される。表示部１２には、それぞれの補
助画像データＳＩＤに基づく補助画像ＳＩが表示される。方向ガイドデータに基づく方向
ガイドが、補助画像ＳＩごとに対応付けられて表示される。
【００５１】
　なお、補助画像データＳＩＤの数は４個に限定されない。原画像データＢＩＤから切り
出される範囲も９領域に限定されず、適宜、変更できる。なお、ＫＯＺＵボタンＳ４では
なく、ボタン１４が押下される場合も同様にして、補助画像データＳＩＤが生成され、補
助画像ＳＩが表示部１２に表示される。
【００５２】
　図３に例示する方法では、原画像における中央付近の被写体が、補助画像ＳＩにおける
領域の分割線の交点付近に配置されるようにして、補助画像が生成される。このため、原
画像における中央付近の被写体が画枠外になる等の、不適切な構図の補助画像が生成され
ることを防止できる。比較的、簡素なアルゴリズムにより適切な補助画像を生成できる。
【００５３】
「補助画像等の表示の一例」
　図４、図５および図６を参照して、補助画像等の表示の一例について説明する。撮像装
置１００が所定の被写体に向けられる。表示部１２には、所定の被写体を含むスルー画像
が表示される。図４は、表示部１２に表示されるスルー画像の一例等を示す。スルー画像
は、例えば、表示領域１２ａに表示される。上述したように、スルー画像とともに、複数
のアイコンなどが表示部１２に表示される。被写体は、例えば、２つの花と一頭の蝶々と
を含む。したがって、スルー画像として、花画像ＦＬ１および花画像ＦＬ２と、花画像Ｆ
Ｌ２にとまる蝶々の画像Ｂが表示領域１２ａに表示される。ユーザは、他の構図を確認し
たい場合に、ＫＯＺＵボタンＳ４を押下する。
【００５４】
　ＫＯＺＵボタンＳ４が押下されることに応じて、フレームメモリに記憶される画像が原
画像データＢＩＤとして、補助画像生成部２６に供給される。そして、例えば、上述した
方法によって４個の補助画像データＳＩＤが生成され、各補助画像データＳＩＤに基づく
補助画像ＳＩが表示される。
【００５５】
　図５に示すように、例えば、表示領域１２ｂに４個の補助画像（補助画像ＳＩ１０、補
助画像ＳＩ２０、補助画像ＳＩ３０および補助画像ＳＩ４０）が表示される。ユーザは、
異なる構図を一度に確認できる。４個の補助画像を切り替えて表示するようにしてもよい
。複数の補助画像をスルー画像とともに表示することには、複数の補助画像を切り替えて
表示することを含む。なお、個々の補助画像を区別する必要がない場合は、補助画像ＳＩ
と称する。
【００５６】
　それぞれの補助画像ＳＩは、方向ガイドが対応付けて表示される。方向ガイドは、補助
画像ＳＩに対応する構図により撮像する際に、ユーザが、撮像装置１００（撮像部２１）
を移動させる方向をガイドする情報である。補助画像ＳＩ１０は、例えば、左上方向を示
す方向ガイドＳ１０が対応付けられて表示される。補助画像ＳＩ２０は、例えば、右上方
向を示す方向ガイドＳ２０が対応付けられて表示される。補助画像ＳＩ３０は、例えば、
左下方向を示す方向ガイドＳ３０が対応付けられて表示される。補助画像ＳＩ４０は、例
えば、右下方向を示す方向ガイドＳ４０が対応付けられて表示される。
【００５７】
　表示領域１２ｂに、消去ボタンＳ８および戻るボタンＳ９が表示される。消去ボタンＳ
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８が触れられると、例えば、補助画像ＳＩが消去される。戻るボタンＳ９が触れられると
、画面が一つ前の画面に遷移する。
【００５８】
　ユーザは、４個の補助画像を参照し、好みの構図の補助画像を選択する。例えば、図５
に示すように、補助画像ＳＩ３０を一回、触れる操作（適宜、タップ操作と称する）がな
されることにより、補助画像ＳＩ３０が選択される。選択された補助画像ＳＩ３０の周囲
には、カーソルＣＵが表示され、他の補助画像ＳＩと区別可能なように表示される。補助
画像ＳＩ３０を二回、連続して触れる操作（適宜、ダブルタップ操作と称する）がなされ
、補助画像ＳＩ３０の選択が確定される。
【００５９】
　タップ操作が必ずしもなされる必要はない。例えば。カーソルＣＵが表示されない補助
画像ＳＩ（例えば、補助画像ＳＩ１０）に対して、ダブルタップ操作を行うことにより、
補助画像ＳＩ１０を選択し、かつ、その選択を確定することができる。
【００６０】
　なお、補助画像ＳＩに対するタップ操作を補助画像選択操作と称し、補助画像ＳＩに対
するダブルタップ操作を補助画像決定操作と称することがある。
【００６１】
　選択された補助画像ＳＩ３０に対応する情報が、例えば、スルー画像に重畳される。一
実施形態では、補助画像ＳＩ３０に対応する情報は、補助画像ＳＩ３０のエッジを示す情
報と、補助画像ＳＩ３０の透明度を変更した画像の情報とを含む。これらの２つの情報は
、切り替えて表示することができる。
【００６２】
　補助画像ＳＩ３０が選択されることに応じて、補助画像処理部２７は、補助画像ＳＩ３
０に対応する補助画像データＳＩＤ３０をメモリから読みだす。補助画像処理部２７は、
補助画像データＳＩＤ３０にエッジ検出処理を行う。エッジ検出処理により、エッジ画像
データが生成される。エッジ画像データのサイズが適宜、変換される。エッジ画像データ
が表示部１２に供給される。エッジ画像データに基づくエッジ画像が、スルー画像に重畳
されて表示される。
【００６３】
　図６に示すように、花画像ＦＬ１のエッジを示すエッジＥ１０と、花画像ＦＬ２のエッ
ジを示すエッジＥ２０と、蝶々の画像Ｂのエッジを示すエッジＥ３０とが、表示領域１２
ａの所定位置に表示される。図６では、エッジを点線で示しているが、赤色等で着色され
た実線などによってエッジが表示されてもよい。
【００６４】
　ユーザは、スルー画像における被写体がエッジと一致するように撮像装置１００を動か
す。スルー画像における被写体とエッジとを完全に一致させる必要はない。スルー画像に
おける被写体とエッジとが略一致すれば、補助画像ＳＩ３０の構図と略同様の構図の写真
が得られる。
【００６５】
　ユーザは、例えば、花画像ＦＬ１がエッジＥ１０と略一致するように、撮像装置１００
を移動する。花画像ＦＬ２がエッジＥ２０と略一致するように、または、蝶々の画像Ｂが
エッジＥ３０と略一致するように、撮像装置１００を移動させてもよい。
【００６６】
　補助画像ＳＩ３０には、方向ガイドＳ３０が対応付けて表示される。ユーザは、方向ガ
イドＳ３０により示される方向に、撮像装置１００を移動させればよい。方向ガイドＳ３
０が表示されるため、例えば、エッジＥ２０等が表示される右上の方向に、ユーザが撮像
装置１００を誤って動かしてしまうことを防止できる。スルー画像の被写体がエッジに略
一致するように撮像装置１００が移動された後、ユーザによりレリーズボタン１１が押下
され、撮像がなされる。
【００６７】



(11) JP 5880263 B2 2016.3.8

10

20

30

40

50

　表示領域１２ａに「Ｍｏｄｅ１」という文字の表示Ｓ５０および「Ｍｏｄｅ２」とう文
字の表示Ｓ５１が表示される。表示Ｓ５０は、例えば、表示領域１２ａの左側の中央付近
に表示される。表示Ｓ５１は、表示領域１２ａの右側の中央付近に表示される。表示Ｓ５
０によって示されるＭｏｄｅ１（モード１）は、選択された補助画像のエッジを表示する
ためのボタンである。表示Ｓ５１によって示されるＭｏｄｅ２（モード２）は、選択され
た補助画像の透明度を変更した画像を表示するためのボタンである。
【００６８】
　例えば、エッジＥ１０等が表示された状態で表示Ｓ５１を触れる操作がなされると、エ
ッジＥ１０等に代えて、補助画像ＳＩ３０の透明度を変更したが画像がスルー画像に重畳
されて表示される。表示Ｓ５０を触れる操作がなされると、補助画像ＳＩ３０の透明度を
変更したが画像に代えて、エッジ画像がスルー画像に重畳されて表示される。
【００６９】
　図７は、補助画像ＳＩ３０の透明度を変更したが画像が、スルー画像に重畳されて表示
される様子を示す。補助画像ＳＩ３０の透明度を変更したが画像は、花画像Ｃ１０、花画
像Ｃ２０および蝶々の画像Ｃ３０を含む。ユーザは、例えば、花画像Ｃ１０を花画像ＦＬ
１に略一致させるように、撮像装置１００を動かして撮像を行う。
【００７０】
　表示領域１２ａに「Ｄａｒｋｅｒ」という文字の表示Ｓ５２および「Ｌｉｇｈｔｅｒ」
という文字の表示Ｓ５３が表示される。表示Ｓ５２および表示Ｓ５３に対する操作により
、例えば、エッジＥ１０等の表示の濃淡を変更できる。例えば、エッジＥ１０等が表示さ
れた状態で、表示Ｓ５２を触れ続ける操作（適宜、ホールド操作と称する）がなされると
、エッジＥ１０等のエッジの表示の濃さが濃くなる。例えば、エッジＥ１０等が表示され
た状態で、表示Ｓ５３に対するホールド操作がなされると、エッジＥ１０等のエッジの表
示の濃さが薄くなる。表示Ｓ５２または表示Ｓ５３に対するホールド操作に応じて、濃淡
が滑らかに変化する。
【００７１】
　例えば、透明度が変更された画像が表示された状態で、表示Ｓ５２に対するホールド操
作がなされると、花画像Ｃ１０等の透明度が小さくなるように変更され、変更後の透明度
に基づく表示がなされる。例えば、透明度が変更された画像が表示された状態で、表示Ｓ
５３に対するホールド操作がなされると、花画像Ｃ１０等の透明度が大きくなるように変
更され、変更後の透明度に基づく表示がなされる。このように、表示Ｓ５２および表示Ｓ
５３に対する操作により、透明度をリアルタイムに変更することができる。表示Ｓ５１、
表示Ｓ５２、表示Ｓ５３および表示Ｓ５４に対する操作に応じた処理は、例えば、補助画
像処理部２７により行われる。
【００７２】
「処理の流れ」
　図８は、撮像装置１００の処理の流れの一例を示すフローチャートである。ステップＳ
Ｔ１０１では、撮像装置１００が被写体に向けられ、被写体が所定の構図でもって表示部
１２に表示される。ユーザがスルー画像を確認しながら、ＫＯＺＵボタンＳ４を押下する
。そして、処理がステップＳＴ１０２に進む。
【００７３】
　ステップＳＴ１０２では、複数の補助画像データＳＩＤが生成される。複数の補助画像
データＳＩＤに対応する補助画像ＳＩが表示部１２に表示される。ユーザは、複数の補助
画像ＳＩを参照して、他の構図を確認できる。ユーザが補助画像で提示される構図を所望
せず、もとの構図（スルー画像の構図）のままでよい場合は、レリーズボタン１１が半押
しされる。レリーズボタン１１が半押しされると、処理がステップＳＴ１０５に進む。
【００７４】
　ステップＳＴ１０５において、合焦処理がなされる。レリーズボタン１１がさらに深押
しされると、処理がステップＳＴ１０６に進み、撮像がなされる。撮像された画像データ
が記録装置２５に記録される。このように、複数の補助画像を参照して他の構図を確認し
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た場合でも、所定の構図からなるスルー画像に基づく画像を撮像できる。補助画像や方向
ガイドなどを消去する操作は必要ない。
【００７５】
　ステップＳＴ１０２において、補助画像選択操作がなされると、処理がステップＳＴ１
０３に進む。操作がなされた補助画像の周囲にカーソルＣＵが表示され、補助画像の構図
の選択がなされる。補助画像決定操作がなされると処理がステップＳＴ１０４に進む。
【００７６】
　ステップＳＴ１０４では、補助画像の選択が確定し、選択される補助画像に対応する情
報が重畳して表示される。例えば、選択される補助画像に基づくエッジ画像が、スルー画
像に重畳されて表示される。上述したように、選択される補助画像の透明度を変更した画
像が、スルー画像に重畳されて表示されてもよい。ステップＳＴ１０４において、選択さ
れる補助画像とは異なる補助画像に対して補助画像選択操作がなされると、処理がステッ
プＳＴ１０３に進む。補助画像選択操作がなされた補助画像の周囲にカーソルＣＵが表示
される。
【００７７】
　ステップＳＴ１０２において、補助画像決定操作がなされると、処理がステップＳＴ１
０４に進み、補助画像決定操作がなされた補助画像に基づくエッジ画像が、スルー画像に
重畳して表示される。
【００７８】
　スルー画像における被写体がエッジに略一致するように、撮像装置１００が移動される
。ユーザは、方向ガイドを参照して、撮像装置１００を移動させる方向を容易に認識でき
る。被写体がエッジに略一致する状態においてレリーズボタン１１が半押しされる。そし
て処理がステップＳＴ１０５に進む。
【００７９】
　ステップＳＴ１０５において、合焦処理がなされる。レリーズボタン１１がさらに深押
しされると、処理がステップＳＴ１０６に進み、撮像がなされる。撮像された画像データ
が記録装置２５に記録される。このように、ユーザは、複数の構図を参照することができ
る。ある構図をユーザが所望する場合は、その構図の写真が撮像できるように、エッジや
方向ガイドなどのガイドが表示される。したがって、ユーザは、所望する構図の写真を容
易に撮像できる。
【００８０】
＜２．変形例＞
　以上、本開示の一実施形態について説明したが、本開示は、上述した実施形態に限られ
ることなく、種々の変形が可能である。
【００８１】
　複数の補助画像を、ユーザの手元で確認できるようにしてもよい。例えば、撮像装置１
００が所定の被写体に向けられ、所定の被写体がスルー画像として表示部１２に表示され
た状態で、ＫＯＺＵボタンＳ４が押下される。ＫＯＺＵボタンＳ４が押下されることに応
じて、フレームメモリに記憶される画像データが原画像データとして、補助画像生成部２
６に供給される。原画像データに基づく複数の補助画像データが、補助画像生成部２６に
生成される。複数の補助画像データのそれぞれに基づく複数の補助画像が表示部１２に表
示される。
【００８２】
　図９は、変形例における補助画像等の表示例を示す。表示領域１２ａの中央付近に、撮
像装置１００を模したアイコンＣＩが表示される。表示領域１２ａには、４個の補助画像
（補助画像ＳＩ１０、補助画像ＳＩ２０、補助画像ＳＩ３０および補助画像ＳＩ４０）が
表示される。補助画像ＳＩ１０とアイコンＣＩとの間に、方向ガイドＳ１０が表示される
。補助画像ＳＩ２０とアイコンＣＩとの間に、方向ガイドＳ２０が表示される。補助画像
ＳＩ３０とアイコンＣＩとの間に、方向ガイドＳ３０が表示される。補助画像ＳＩ４０と
アイコンＣＩとの間に、方向ガイドＳ４０が表示される。アイコンＣＩを表示することに
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より、撮像装置１００を動かす方向をより、わかりやすくユーザに提示できる。
【００８３】
　アイコンＣＩ、複数の補助画像ＳＩおよび複数の方向ガイドは、原画像データに基づく
画像とともに表示される。原画像データに基づく画像は、例えば、花画像ＦＬ１、花画像
ＦＬ２および蝶々の画像Ｂを含む。例えば、表示領域１２ｂに表示される消去ボタンＳ８
を触れる操作がなされると、アイコンＣＩ、複数の補助画像ＳＩおよび複数の方向ガイド
が消去される。戻るボタンＳ９を触れると、アイコンＣＩ、複数の補助画像ＳＩおよび複
数の方向ガイドが再度、表示される。
【００８４】
　複数の補助画像ＳＩを表示することにより、ユーザが異なる構図を確認できる。さらに
、ユーザがＫＯＺＵボタンＳ４を押下した際の構図、すなわち、原画像データに基づく画
像の構図を参照できる。撮像装置１００を被写体に向け続ける必要はなく、ユーザは、手
元において複数の構図を参照できる。ユーザが所望する構図がある場合は、例えば、ＫＯ
ＺＵボタンＳ４を押下した際と同じような向きに撮像装置１００を構える。そして、所望
の構図の補助画像ＳＩを触れると、図６に例示したように、スルー画像に対してエッジ画
像が重畳されて表示される。ユーザは、エッジ画像を参照して撮像を行う。
【００８５】
　上述した一実施形態では、撮像部２１を介して得られる画像データを原画像データの一
例として説明したが、他の画像データを原画像データとしてもよい。例えば、記録装置２
５に記録される画像データを原画像データとしてもよい。
【００８６】
　図１０に示すように、撮像装置１００に、位置取得部の一例であるＧＰＳセンサ３０と
、通信部３１とを設けてもよい。ＧＰＳセンサ３０は、撮像装置１００の現在地に関する
位置情報を取得する。通信部３１は、例えば、インターネットを介して画像サーバと通信
を行う。ＧＰＳセンサ３０により取得される位置情報が、例えば、ユーザによる所定の操
作に応じて、画像サーバに送信される。画像サーバは、位置情報に応じて複数の画像デー
タを撮像装置１００に送信する。
【００８７】
　画像サーバから送信される複数の画像データが通信部３１により受信される。画像デー
タが補助画像生成部２６に供給される。補助画像生成部２６は、複数の画像データのそれ
ぞれに対して、サイズを変換する処理等を行う。処理が行われた画像データに基づく画像
が補助画像として表示される。なお、画像サーバからダウンロードする画像データをユー
ザが選択できるようにしてもよい。
【００８８】
　図１１に例示するように、ある場所でユーザが撮像装置１００を構えることにより、所
定の風景が表示領域１２ａに表示される。表示領域１２ｂに画像サーバから送信される画
像データに基づく画像が補助画像として表示される。例えば、略同一の場所で撮像された
ものの、建物を中心とした構図の補助画像ＳＩ６０と、山や丘などの遠くの風景を中心と
した構図の補助画像ＳＩ７０と、木々や建物を中心とした構図の補助画像ＳＩ８０が表示
される。ユーザは、これらの補助画像を参照して、構図を決定する。
【００８９】
　いずれかの補助画像ＳＩを選択すると、図６に例示したようにして補助画像ＳＩのエッ
ジが重畳されて表示される。ユーザは、エッジを参照して撮像を行うことにより、選択し
た補助画像ＳＩの構図と略同一の構図の写真を撮ることができる。このように、既存の画
像の構図を真似た撮像を行うことができる。
【００９０】
　通信部３１が近距離の無線による通信を行うようにしてもよい。近距離無線の方式によ
る通信としては、例えば、赤外線を用いた通信や、「Zigbee（登録商標）」規格による通
信、「Bluetooth（登録商標）」規格による通信、ネットワーク形成が容易な「Wi Fi（登
録商標）」による通信などを利用することができるが、これらに限定されるものではない
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。これらの近距離無線通信を他の機器と行うことにより、他の機器から画像データを取得
する。他の機器から取得した画像データに基づく画像を補助画像として表示してもよい。
異なる原画像データに基づく補助画像を、混在させて表示させてもよい。
【００９１】
　複数の補助画像を評価値に応じた表示態様により表示してもよい。評価値は、画像デー
タのダウンロード回数や、画像データに対する高評価の投稿回数などによって規定される
。例えば、ダウンロード回数が多い画像データに基づく補助画像に対して所定のマークを
付して表示してもよい。図１２に例示するように、ダウンロード回数が多い画像データに
基づく補助画像ＳＩ７０に対して、王冠のマークＳ１５を付して表示してもよい。
【００９２】
　評価値は、所定の被写体の位置に応じて決定されるようにしてもよい。図５の例を使用
して説明する。所定の被写体は、複数の被写体における主要な被写体であり、例えば、サ
イズが最も大きい被写体である。図５の例では、花画像ＦＬ２が所定の被写体として設定
される。花画像ＦＬ２を含む領域の重心位置が補助画像ＳＩの中心に近いほど、評価値が
大きくなるようにしてもよい。評価値が大きい順に、補助画像ＳＩを並べて表示するよう
にしてもよい。評価値が大きい補助画像ＳＩに王冠などのマークを付して表示してもよい
。もちろん、これらの表示は、ユーザに対して参考程度に提示されるものであり、ユーザ
による補助画像ＳＩの選択を制約するものではない。
【００９３】
　上述した一実施形態では、補助画像を生成する所定の操作を、ＫＯＺＵボタンＳ４を触
れる操作またはボタン１４を押下する操作として説明したが、音声による操作でもよい。
【００９４】
　図１３に示すように、撮像装置１００が、収音部の一例であるマイク４０と、収音部に
より収音された音声を音声認識する音声認識部４１とを有する構成としてもよい。マイク
４０は、動画を撮像する場合に音声を収音するためのマイクであってもよい。例えば、ユ
ーザが撮像装置１００を構え、表示部１２にスルー画像を表示しつつ、マイク４０に向か
って例えば「構図の表示」と発声する。音声認識部４１により音声の認識の結果を示す認
識信号ＲＳが生成される。
【００９５】
　認識信号ＲＳが制御部２０に供給される。制御部２０は、認識信号ＲＳに応じて、補助
画像を生成するための制御信号ＣＳを生成する。制御信号ＣＳが補助画像生成部２６に供
給される。補助画像生成部２６は、制御信号ＣＳに応じて、補助画像データを生成する。
一実施形態において説明したようにして、補助画像データに基づく補助画像が表示される
。なお、番号などの識別情報が、複数の補助画像のそれぞれに対応付けられて表示されて
もよい。例えば、「２番目の補助画像」という音声によって、補助画像が選択できるよう
にしてもよい。このように、撮像装置１００に対して、音声による操作ができるようにし
てもよい。
【００９６】
　撮像を行う際は、ユーザは、撮像装置１００を両手で保持し、撮像装置１００を被写体
に向けて構える場合が多い。このような場合でも、ユーザが撮像装置１００の構えを崩す
ことなく、補助画像やエッジを表示部１２に表示できる。
【００９７】
　方向ガイドは、ユーザが撮像装置１００を動かすタイミングで表示されるようにしても
よい。例えば、所定の補助画像が選択され、選択が確定されたタイミングで方向ガイドが
表示されるようにしてもよい。方向ガイドが表示領域１２ａに表示されるようにしてもよ
い。方向ガイドが点滅して表示されるようにしてもよい。方向ガイドを音声でガイドして
もよい。
【００９８】
　本開示における表示制御装置は、撮像装置１００に限らず、パーソナルコンピュータや
、タブレット型のコンピュータ、スマートフォンなどによって実現できる。さらに、本開
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示は、装置に限らず、方法、プログラム、記録媒体として実現することができる。
【００９９】
　なお、実施形態および変形例における構成および処理は、技術的な矛盾が生じない範囲
で適宜組み合わせることができる。例示した処理の流れにおけるそれぞれの処理の順序は
、技術的な矛盾が生じない範囲で適宜、変更できる。
【０１００】
　本開示は、例示した処理が複数の装置によって分散されて処理される、いわゆるクラウ
ドシステムに対して適用することもできる。例示した処理が実行されるシステムであって
、例示した処理の少なくとも一部の処理が実行される装置として、本開示を実現すること
ができる。
【０１０１】
　本開示は、以下の構成をとることもできる。
（１）
　構図が互いに異なる複数の補助画像を、所定の画像とともに表示する表示制御部を有す
る表示制御装置。
（２）
　前記所定の画像は、撮像部を介して取得される画像である（１）に記載の表示制御装置
。
（３）
　前記表示制御部は、前記撮像部を介して取得される画像に基づいて、前記複数の補助画
像を生成する（２）に記載の表示制御装置。
（４）
　前記表示制御部は、前記撮像部を移動する方向を示す方向情報を、前記補助画像ごとに
対応付けて表示する（２）または（３）に記載の表示制御装置。
（５）
　前記表示制御部は、所定の操作に応じて、前記複数の補助画像を生成する（１）乃至（
４）のいずれかに記載の表示制御装置。
（６）
　前記複数の補助画像のうち、一の補助画像を選択するための操作入力部を有する（１）
乃至（５）のいずれかに記載の表示制御装置。
（７）
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報を、前記所定の画像に重畳
して表示する（６）に記載の表示制御装置。
（８）
　前記選択される補助画像に対応する情報は、該補助画像のエッジを示す情報である（７
）に記載の表示制御装置。
（９）
　前記選択される補助画像に対応する情報は、該補助画像の透明度を変更した画像の情報
である（７）に記載の表示制御装置。
（１０）
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報を、切り替えるための情報
を表示する（７）に記載の表示制御装置。
（１１）
　前記表示制御部は、前記選択される補助画像に対応する情報の表示態様を変更するため
の情報を表示する（７）乃至（１０）のいずれかに記載の表示制御装置。
（１２）
　前記表示制御部は、前記補助画像ごとの評価値に応じて、前記複数の補助画像を表示す
る（１）乃至（１１）のいずれかに記載の表示制御装置。
（１３）
　前記複数の補助画像のそれぞれに含まれる所定の被写体の位置に応じて、前記評価値が
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（１４）
　前記表示制御部は、記憶部に記憶される画像に基づいて、前記複数の補助画像を生成す
る（１）に記載の表示制御装置。
（１５）
　位置情報を取得する位置情報取得部を有し、
　前記表示制御部は、前記位置情報に応じて取得される画像に基づいて、前記複数の補助
画像を生成する（１）に記載の表示制御装置。
（１６）
　構図が互いに異なる複数の補助画像を、所定の画像とともに表示する表示制御装置にお
ける表示制御方法。
（１７）
　構図が互いに異なる複数の補助画像を、所定の画像とともに表示する表示制御装置にお
ける表示制御方法を、コンピュータに実行させるプログラム。
（１８）
　（１７）に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【符号の説明】
【０１０２】
１００・・・撮像装置
１１・・・レリーズボタン
１２・・・表示部
１４・・・ボタン
２０・・・制御部
２１・・・撮像部
２３・・・操作入力部
２５・・・記録装置
２６・・・補助画像生成部
２７・・・補助画像処理部
Ｓ４・・・ＫＯＺＵボタン
ＳＩ１０、ＳＩ２０、ＳＩ３０、ＳＩ４０・・・補助画像



(17) JP 5880263 B2 2016.3.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 5880263 B2 2016.3.8

【図５】 【図６】

【図８】 【図９】



(19) JP 5880263 B2 2016.3.8

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(20) JP 5880263 B2 2016.3.8

【図７】



(21) JP 5880263 B2 2016.3.8

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００７－１８０６６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０３５６３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２９４０２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１３０５４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１５８８６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２１８８０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０１０１１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１５２５５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１７３８８８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２５　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

